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㈱
ヒ
タ
チ
（
埼
玉
県
富
士
見
市
、

中
野
一
宏
社
長
）
の
チ
タ
ン
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
装
置
を
担
当
す
る
の
は
、
営

業
部
の
伊
東
賢
一
さ
ん
と
茂
田
井
宏

さ
ん
だ
。

昨
年
入
社
の
伊
東
さ
ん
は
半
導
体

の
検
査
出
荷
、
先
月
入
社
し
た
ば
か

り
の
茂
田
井
さ
ん
は
医
療
機
器
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
経
験
を
持
つ
。
同
社
で

初
め
て
の
表
面
処
理
事
業
で
あ
る
チ

タ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
繊
細
な
色
付

け
の
開
発
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

日
々
向
き
合
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
し
ば
ら
く
お

預
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
社
の
恒

例
行
事
で
あ
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
旅
行
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
意
気
込
み
十
分

の
二
人
、
実
は
地
元
の
中
学
の
同
級

生
だ
っ
た
と
い
う
不
思
議
な
縁
も
あ

る
。

新
事
業
担
当
の
同
級
生
コ
ン
ビ

ヒ
タ
チ

伊
東
賢
一
さ
ん

／
茂
田
井
宏
さ
ん

伊東賢一さん（左）と茂田井宏さん

議
と
同
総
会
後
の
取
締
役
会

に
お
い
て
正
式
に
決
定
さ
れ

る
予
定
。

取
締
役
会
で
は
、
役
員
退

職
慰
労
金
制
度
を
廃
止
す
る

こ
と
も
決
議
。
同
制
度
は
年

功
的
要
素
や
報
酬
の
後
払
い

的
要
素
が
強
い
こ
と
か
ら
、

役
員
報
酬
体
系
の
見
直
し
の

一
環
と
し
て
、
第
８０
回
定
時

株
主
総
会
後
に
廃
止
す
る
。

同
総
会
で
取
締
役
と
監
査

役
選
任
議
案
が
原
案
ど
お
り

承
認
可
決
さ
れ
た
場
合
、
重

任
と
な
る
取
締
役
５
名
と
監

査
役
１
名
、
在
任
中
の
監
査

役
１
名
に
、
同
制
度
廃
止
日

ま
で
の
在
任
期
間
に
対
す
る

退
職
慰
労
金
を
打
切
り
支
給

す
る
。
支
給
時
期
は
役
員
の

退
任
時
。
同
総
会
で
退
任
予

定
の
取
締
役
１
名
へ
の
退
職

慰
労
金
贈
呈
と
あ
わ
せ
、
付

議
す
る
予
定
。

同
社
は
将
来
の
役
員
退
職

慰
労
金
支
給
に
備
え
、
所
定

の
基
準
に
基
づ
く
期
末
要
支

給
額
を
役
員
退
職
慰
労
金
と

し
て
計
上
し
て
お
り
、
同
制

度
廃
止
に
伴
う
業
績
へ
の
影

響
は
軽
微
と
み
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
谷
口
正
典
取

締
役
執
行
役
員
と
森
泰
之
取

締
役
執
行
役
員
が
常
務
取
締

役
執
行
役
員
に
昇
格
す
る
人

事
も
発
表
。
松
下
善
則
常
務

取
締
役
執
行
役
員
は
退
任
す

る
。
６
月
２３
日
開
催
予
定
の

第
８０
回
定
時
株
主
総
会
の
決

モ
リ
テ
ッ
ク
ス
チ
ー
ル
㈱

（
門
高
司
社
長
）
は
４
月
２６

日
、
取
締
役
会
を
開
き
、
木

村
愼
一
代
表
取
締
役
が
専
務

取
締
役
執
行
役
員
か
ら
取
締

役
副
社
長
に
異
動
す
る
人
事

を
発
表
し
た
。
新
た
な
体
制

で
、
事
業
推
進
を
図
る
。

の
取
り
扱
い
を
開
始
し
て
い

る
。

同
社
で
は
今
年
３
月
よ
り

販
売
代
理
店
と
し
て
イ
ノ
フ

ィ
ス
社
製
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

の
１
社
と
し
て
車
輛
整
備
及

び
付
帯
す
る
業
務
等
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
近
年
で
は
事

業
の
多
角
化
を
図
る
た
め
ド

ロ
ー
ン
関
連
事
業
や
レ
ン
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
事
業
な
ど
も
行

っ
て
い
る
。

感
で
き
た
。
導
入
に
つ
い
て

は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
」
旨
試
着
の
感
想
を
述

べ
た
。

間
口
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ

ス
㈱
は
総
合
物
流
企
業
と
し

て
知
ら
れ
る
間
口
グ
ル
ー
プ

（
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
が
あ
る

と
）
非
常
に
楽
に
感
じ
た
」

と
試
着
の
感
想
を
述
べ
た
。

ま
た
同
じ
く
試
着
し
た
関
係

者
は
「
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の

有
無
で
重
量
物
の
運
搬
作
業

が
大
き
く
変
わ
る
の
だ
と
実

で
ね
じ
を
持
ち
上
げ
、
続
い

て
補
助
力
無
し
で
ね
じ
を
持

ち
上
げ
た
。
こ
の
う
ち
現
場

で
搬
送
作
業
に
従
事
し
て
い

る
関
係
者
は
「
普
段
は
中
腰

に
な
っ
て
屈
伸
す
る
動
作
、

持
ち
上
げ
る
動
作
が
多
い
。

両
タ
イ
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
装
着

し
て
お
よ
そ
２０
㌔
㌘
～

２０

３０

㌔
㌘
あ
る
ね
じ
類
が
入
っ
た

段
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス
を
持
ち
上

げ
た
。
作
業
者
は
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ
を
装
着
し
た
上
で
始

め
に
補
助
力
を
か
け
た
状
態

助
力
は
２５
・
５
ｋ
ｇ
ｆ
。
防

塵
・
防
水
性
能
は
Ｉ
Ｐ
５６
準

拠
。
手
動
に
よ
る
空
気
圧
の

力
で
動
く
た
め
電
源
不
要
で

稼
働
時
間
の
制
約
が
無
い
の

が
特
長
で
あ
り
、
数
あ
る
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
中
で
も
低

価
格
化
を
実
現
し
て
い
る
。

サ
イ
ズ
は「
Ｓ
―
Ｍ
サ
イ
ズ
」

「
Ｍ
―
Ｌ
サ
イ
ズ
」
の
２
種

類
で
、
重
量
物
を
持
ち
な
が

ら
の
移
動
が
し
易
い
「
ソ
フ

ト
フ
ィ
ッ
ト
」
と
常
に
補
助

力
が
作
用
す
る
「
タ
イ
ト
フ

ィ
ッ
ト
」
の
２
タ
イ
プ
が
あ

る
。デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
同
製
品
の
両
サ
イ
ズ
・

の
発
生
率
が
高
く
か
つ
休
業

日
数
も
長
期
化
す
る
傾
向
に

あ
る
」と
指
摘
し
た
上
で「
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
が
あ
れ
ば
負

担
を
大
き
く
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ケ
ガ
を
防
ぎ
、

長
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
た
め
従
業
員
と
会

社
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

に
な
る
の
で
は
」
旨
関
係
者

に
向
け
て
説
明
し
た
。

「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ

E

v
e
ry

」
は
空
気
圧
で
駆
動

す
る
人
工
筋
肉
を
利
用
し
た

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
。
装
着
す

る
こ
と
で
作
業
者
の
腰
へ
の

負
担
を
軽
減
す
る
。
製
品
重

量
は
３
・
８
㌔
㌘
で
最
大
補

当
日
は
間
口
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

サ
ー
ビ
ス
㈱（
大
阪
市
港
区
、

田
能
村
章
社
長
）
の
関
係
者

２
名
が
同
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
東
京
理
科
大
学
発
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
あ
る

㈱
イ
ノ
フ
ィ
ス
（
東
京
都
）

が
開
発
し
た
「
マ
ッ
ス
ル
ス

ー
ツ

E
v
e
ry

」
を
紹
介
。

製
品
の
説
明
を
行
っ
た
の
ち

実
際
に
試
着
し
て
ね
じ
類
を

持
ち
上
げ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
こ
の

う
ち
田
能
村
社
長
は
説
明
の

中
で
「
重
量
物
の
運
搬
は

様
々
な
場
面
で
必
要
と
さ
れ

る
が
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
あ

り
、
中
で
も
腰
痛
は
業
務
上

少
子
高
齢
化
が
進
み
近
年
で
は
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
中
、
鋲
螺
業
界
各
社
に
お

い
て
も
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
先
月
２２
日
に
は
岡
總
㈱
（
大
阪
市

中
央
区
、
尾
﨑
正
洋
社
長
）
の
八
尾
流
通
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
八
尾
市
）
に
お
い
て
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

を
試
着
す
る
催
し
が
行
わ
れ
た
。

野
に
合
わ
せ
て
２
種
類
を
用

意
。
価
格
は
オ
ー
プ
ン
プ
ラ

イ
ス
。

界
最
小
ク
ラ
ス
Ｍ
１２
×
１２

２８
㍉

の
超
小
型
セ
ン
サ
ヘ
ッ
ド
を

採
用
し
、
装
置
へ
の
組
込
み

に
も
最
適
。

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
測
定
視

計
（
放
射
温
度
計
）
で
樹
脂
、

ゴ
ム
、
金
属
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、

フ
ィ
ル
ム
、
ガ
ラ
ス
な
ど
各

素
材
の
温
度
測
定
に
最
適
な

測
定
波
長
を
使
用
し
た
機
種

を
複
数
用
意
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｔ
―
４
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
は

高
感
度
素
子
を
採
用
。
２
・

２
～
６
㍃
㍍
の
測
定
波
長
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金

属
や
金
属
酸
化
物
、
非
鉄
金

属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
の
温

度
測
定
が
低
温
域
０
度
か
ら

測
定
可
能
に
な
っ
た
。
従
来

機
種
に
比
べ
、
極
め
て
安
定

し
た
測
定
も
実
現
し
た
。

応
答
時
間
は
０
・
３
ｍ
ｓ

で
、
メ
ル
ト
ガ
ン
で
の
塗
布

や
高
速
ラ
イ
ン
に
も
対
応
可

能
。
セ
ン
サ
ヘ
ッ
ド
は
、
世

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
㈱
（
京
都
市
下
京
区
、
中

島
達
也
社
長
）は
４
月
２２
日
、

低
温
金
属
測
定
用
非
接
触
温

度
計
「
Ｇ
Ｔ
―
４
Ｍ
シ
リ
ー

ズ
」
を
発
売
し
た
。

同
社
の
Ｇ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ

は
、
物
体
が
放
射
す
る
赤
外

線
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
測
り
温

度
を
測
定
す
る
非
接
触
温
度

Ｇ
Ｔ
―
４
Ｍ
シ
リ
ー
ズ

マッスルスーツ Ｅｖｅｒｙ

試着してねじを持ち上げる関係者

同
展
は
初
開
催
と
な
るG

IF
A

･
M
E
T
E
C
S
o

u
th

e
a
st

A
sia

と
同
時

開
催
さ
れ
る
。
こ
の
４
つ
の

メ
ッ
セ
の
相
乗
効
果
に
よ

り
、
建
築
・
建
設
、
鉄
鋼
生

産
、
物
流
・
輸
送
な
ど
、
東

南
ア
ジ
ア
の
様
々
な
産
業
分

野
の
成
長
が
促
進
さ
れ
る
見

込
み
だ
。

日
本
国
内
企
業
の
出
展
や

来
場
の
相
談
は
、
㈱
メ
ッ
セ

・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
・
ジ

ャ
パ
ン
（
東
京
都
千
代
田
区

紀
尾
井
町
４
―
１
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
ト
７

Ｆ
、
電
話
０３
―
５
２
１
０
―

９
９
５
１
、
メ
ー
ルm

d
j

@
m
e
sse

-d
u
s.c

o
.j

p

）
ま
で
。

主
催
の
メ
ッ
セ
・
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
・
ア
ジ
ア
の
代

表
取
締
役
で
あ
る
ゲ
ル
ノ
ッ

ト
・
リ
ン
グ
リ
ン
グ
氏
は
、

「
現
状
を
再
評
価
し
た
結

果
、
現
在
敷
か
れ
て
い
る
渡

航
規
制
や
国
ご
と
に
異
な
る

検
疫
要
件
を
考
慮
す
る
と
、

国
際
性
が
非
常
に
高
いw

ir

e
an

d
T
u
b
e
S
o
u
th
e

a
st

A
sia

を
来
年
に
移
す

こ
と
が
最
も
慎
重
か
つ
責
任

あ
る
決
定
で
あ
る
と
判
断
し

た
。
業
界
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

緊
密
に
協
議
し
た
結
果
、
メ

ッ
セ
を
来
年
に
延
期
す
る
こ

と
は
、
出
展
者
と
来
場
者
に

と
っ
て
最
善
の
選
択
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

１１
日
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

（
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
会
場
）
で
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
、
国
際
的

に
継
続
さ
れ
て
い
る
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
や
渡
航
制
限
の
影
響

を
鑑
み
て
決
定
し
た
も
の
。

延
期
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
ン
ド
、
日
本
、
韓
国
、
英

国
な
ど
国
外
か
ら
の
出
展
者

が
９０
％
以
上
を
占
め
る
こ
の

見
本
市
へ
の
最
適
な
参
加
が

可
能
に
な
る
。

前
回
開
催
の
２
０
１
９
年

に
は
、
２９
カ
国
か
ら
企
業
が

出
展
し
、
４５
％
の
ビ
ジ
タ
ー

が
タ
イ
国
外
か
ら
参
加
し

た
。

w
ire

S
o
u
th

e
a
s
t

A
sia

（
東
南
ア
ジ
ア
国
際

ワ
イ
ヤ
ー
産
業
展
）
及
びT

u
b
e
S
o
u
th
e
ast

A
si

a

（
東
南
ア
ジ
ア
国
際
管
材

製
造
加
工
・
技
術
展
）
は
、

当
初
予
定
し
て
い
た
２
０
２

１
年
９
月
開
催
を
延
期
し
て

２
０
２
２
年
２
月
９
日
か
ら

駅
悦

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

モ
リ
テ
ッ
ク
ス
チ
ー
ル

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
導
入
検

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
導
入
検
討討

岡 總

ケ
ー
ス
持
ち
上
げ
性
能
を
実
感

の
７
５
４
億
円
、
ミ
ニ
シ
ョ

ベ
ル
１５
・
６
％
増
加
の
２
４

９
億
円
、
道
路
機
械
５１
・
６

％
増
加
の
３５
億
円
、
そ
の
他

建
設
機
械
５７
・
２
％
増
加
の

１
８
７
億
円
、
基
礎
機
械
４

億
円
の
６
機
種
が
増
加
し

た
。地

域
別
に
見
る
と
、
オ
セ

ア
ニ
ア
が
８
カ
月
連
続
の
増

加
、
欧
州
が
６
カ
月
連
続
で

増
加
、
北
米
が
３
カ
月
連
続

で
増
加
す
る
な
ど
、
全
９
地

域
で
増
加
し
、
外
需
全
体
で

は
３６
・
９
％
の
増
加
と
な
っ

た
。

械
１０
・
６
％
増
加
の

１０

４７
億
円
、

油
圧
ブ
レ
ー
カ
・
圧
砕
機
５
・

３
％
増
加
の
２３
億
円
、
そ
の

他
建
設
機
械
１２
・
３
％
増
加

の
８７
億
円
の
５
機
種
と
補
給

部
品
４
・
８
％
増
加
の
１
２

５
億
円
が
増
加
し
た
も
の

の
、
他
の
４
機
種
が
減
少

し
、
内
需
全
体
で
は
２
・
６

％
の
減
少
と
な
っ
た
。

外
需
に
つ
い
て
機
種
別
に

見
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
７３
・
３

％
増
加
の
２
０
２
億
円
、
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
３９
・
６
％
増
加

の
増
加
。
総
合
計
で
は
１７
・

０
％
増
加
の
２
８
９
９
億
円

と
な
り
、
５
カ
月
連
続
の
増

加
と
な
っ
た
。

内
需
に
つ
い
て
機
種
別
に

見
る
と
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
２

・
３
％
増
加
の
３
４
３
億
円
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
機
械
２５
・
１

％
増
加
の
４６
億
円
、
基
礎
機

（
一
社
）
日
本
建
設
機
械

工
業
会
の
発
表
し
た
３
月
の

建
設
機
械
出
荷
金
額
に
よ
る

と
、
内
需
は
前
年
同
月
比
２

・
６
％
減
少
の
１
２
１
２
億

円
、
外
需
は
３６
・
９
％
増
加

の
１
６
８
７
億
円
と
な
っ

た
。
内
需
は
３
カ
月
連
続
の

減
少
、
外
需
は
５
カ
月
連
続

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

建
機
、１７
％
の
増
加

外
需
は
3
割
超
の
伸
び

金
属
向
け
非
接
触
温
度
計

低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低
温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

3
月

新
体
制
で
事
業
推
進

来年2月に延期
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